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	３月例会
２０１２年３月６日(火)PM７時～ふれあいｾﾝﾀｰ
１、開会点鐘　　　 　　　茅野会長　　　
２、ワイズソング＆ワイズの信条　　　　　　　　　　　

３、会長あいさつ　　　　　茅野会長　
４、夕食
５、卓話　　　　　　　　　宮内友弥さん
６、諸報告

７、ＹＭＣＡのうた　　　　　　　　　　　

８、閉会点鐘　　　 　　　茅野会長




	今月のハッピーバースデー
メネット　武藤敏彦さん(３月２４日)
今月のアニバーサリー
· 三浦洋美＆正夫夫妻　(３月１７日)

· 望月　勉＆喜代子夫妻（３月２８日）

おめでとうございます！



　
　　　　　　
　　　　　　　　　　　　

　　　　

　　　我がクラブの隠れ会員の富士山です～
在京新年会に参加して
望月勉　

１月７日、東京ビアステーション恵比寿にて、在京新年会が１４２名の参加で行われました。武蔵野多摩クラブのホストでした。富士五湖クラブからは望月喜代子・原夫妻・私の４名が参加しました。音楽礼拝という事で、シンガーソングライターの陣内大蔵さんの歌とメッセージで楽しく始まり、目の前での歌を楽しみました。祝会は武蔵野多摩松田啓会長の開会点鐘の後、生ビールを飲みながらの楽しい時間を過ごしました。
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２次会は２階から１階に場所を移動し、あずさ部を中心に話に花が咲きました。２次会で頼んだボトルもなくなり、外に出て解散しようという事になった時、原さんの家で３次会ということになりました。サンライズのメンバー、武蔵野多摩の宮内さん、山口さんと１２，３人が原さんの家に押しかけ３次会。さすがに夜１０時になるともうだめということで、私たち夫婦はホテルに帰りました。翌日は原夫妻の案内で、東京スカイツリー、上野、アメ横、銀座、渋谷と、東京を一日案内していただきました。感謝感謝。

2012年2月ＴＯＦ例会

2月7日火曜日午後7時から10時、富士吉田市ふれあいセンターにて

参加者：原２、望月２、須藤、後藤、三浦洋美、

ゲスト：宮内夫妻

ＴＯＦ例会ということで、弁当の食事から始めました。

開会挨拶は茅野会長が遅れるため望月副会長が務めました。

ワイズソング＆ワイズの信条を唱和して、ゲスト紹介で東京武蔵野多摩クラブの宮内夫妻を紹介しました。

議事

1、来年度の役員構成について

　次期会長：望月勉　　　

　副会長：須藤繁、原俊彦

　会計：望月喜代子、武藤五子

　書記：後藤明久

　直前会長：茅野信雄

　ＣＳ／Ｙサ：茅野信雄、三浦洋美、武藤五子

　ＢＦ／ＴＯＦ：三浦さゆり、望月勉

　ＥＭＣ:小池亦彦、望月勉

　ＤＢＣ／ＩＢＣ：榎本穣、茅野信雄

　広報：須藤繁、三浦洋美　

　ブリテン：原淑子、後藤明久　

　富士山：望月喜代子、小池亦彦

　クッキーファンド：三浦洋美、原俊彦

　＊来年度よりアッコさんの会員復帰をお願いしたい。（皆の希望と伝えて下さい）
2、コープ山梨への助成金申請の件

スイートベリーＫＡＴＵＹＡＭＡとの事業やフライングディスクに関する事業に申請しましょう。
3．第15回伊東大会への参加確認

6月2～3日：原２、望月２、須藤、茅野、後藤

取りまとめてクラブで申し込みをする。
4、鈴木東日本区前事務所長による横領事件について

東日本区費納入等はこの問題が解決するまで納入しない。現状では甲府クラブに準じた対応する。

1、本人の道義的責任の追及

本人の言葉でメッセージを述べ、私たちはそれを聞かなければいけない。その中に当然、横領金の詳細なる使途含まれなければいけない。その内容により刑事責任も必要になってくる。

2、刑事的責任について

本人の真摯な反省（その使途も含まれた内容も必要）が出てくれば許しても良いと思う。（キリスト教的寛容、許すために裁く）

3．民事的責任について

弁償すると言っている現状ではあるが、担保が第１抵当権でなければ意味がない。6月末の1500万円が返されなければ、だめだと思う。

息子の保証人になっていて、準貸借契約になっている状況ではあるが、6月末の返済が一つの焦点になる。

4．組織（理事・会計・監事等の役職）の責任について

横領されていた期間の役員らが差額を埋めるべく対応すべき。ワイズという高い理想をもった組織がどう立ち直るか、どうしていくのか。真摯な高い志を持って、理事が表明していくべきである。

5．東日本からの鈴木氏の処分をすべき。

クラブでしかできないという考え方でなく、東日本区全体の大問題として特別措置を取りに断固とした対応が必要である。

6．次期会長研修にこの問題を話し合う時間を作るべき

金額確定の不明瞭さなどの経過に関する問題等は甲府クラブの準じて要求する。
上記の内容は東日本区理事に要求するとともに、富士五湖クラブのブリテンにクラブ総意としてとして掲載表明する。
望月：2000Ｐで諏訪班に入って20回通った。
松村さんたちは50回通った。この事件で諏訪クラブ設立がパーになった。非常に悔しい思いをしている。これも表明してほしい。

宮内：林東日本区所長から会計監査を頼まれた。最初は周りからはやめるように言われたのですが、結果引き受けた。それは中に入って会計というものをもっとオープンにしていこう、新しい会計を作っていくんだという思いから受けました。
三浦：フライングディスク大会について

県障害者協会の事務局長の伊藤太一さんからメールが来ております。

今年度予定

5月12日土曜日：障害者スポーツ大会

6月9日土曜日：定期大会

8月11日土曜日：県競技大会（全国大会県予選）

9月8～9日：富士吉田市で公認指導者養成講習会

富士五湖から2～3名参加して指導員の資格を取得していきましょう。

10月13～15日：全国大会

10月27日土曜日：特別支援学校スポーツ大会

指導員の都合を考慮して、6月23日土曜日に富士五湖主催のフライングディスク大会を行う。会場確保、審判確保、案内募集等をする（三浦、茅野）
次々期の推薦について

甲府クラブの小倉恵一さんを推薦する
今後の予定

3月6日火曜日3月第1例会について

卓話を宮内さんにお願いする。題名は、イラク戦争人質事件？？

人材開発センターで行うこととする。（事務局で予約する）

3月10～11日：次期会長研修（東山荘）望月、後藤

3月16日金曜日：3月第２例会

3月17日土曜日：甲府クラブ環境フォーラム（茅野参加）

5月19日土曜日：刑部邸にて西村京コンサート

6月16日土曜日：チャリティーラン（山梨中銀スタジアム）

6月23日土曜日：フライングディスク大会
あずさ部「万葉の森」評議会に参加して　　　　　　　

 後藤明久
平成24年２月４日（土）山梨市街の駅にて

参加者：茅野、望月2、原２、須藤、後藤

富士吉田望月邸8:50発で乗り合わせして、山梨市に向かいました。早目について、足湯などを楽しみました。原号、須藤号は別車で合流し、茅野会長は遅れて参加しました。
あずさ部「万葉の森」評議会は定刻で始まりました（さすが甲府クラブ＾＾）

鶴田一郎甲府クラブ会長の司会で、金井宏素あずさ部長の開会点鐘、鈴木健司監事の開会祈祷で始まりました。

評議会は、議決権者59名中、参加者43名、委任状11名の合計54名で評議会成立です。次期部役員承認、次々期部長の承認（東京たんぽぽの藤江喜美子さん）、次期部選出議員の承認（金井部長）、あずさ部ＣＳ配分の承認、東日本区事務所長不正事件対応の件等を話し合いました。

ＣＳ配分では、甲府クラブの3/11環境フォーラム3万円、松本クラブのアジア賞作文コンテスト4万円、甲府クラブのチャリテイラン5万円、東京八王子の地雷廃絶チャリテイコンサート2万円、東京たんぽぽのリビィのチャリテイコンサート2万円、富士五湖クラブは障害者フライングディスク大会への助成で4万円頂きました。来年度の活動の飛躍が望まれています。

東日本区事務所長不正事件に関しては、各論噴出でした。まず詳細を聞きたいということで、原俊彦元理事から話をして頂きました。この話を踏まえて各クラブで話し合いをして、部長宛てに2/13までに送付することになりました。

その他、あずさ部の監査人を2名にしてほしい提案がありました。次回に協議持越しです。

甲府21クラブの松村さんより2000Ｐ諏訪班の現状を報告しました。結論は新クラブ設立活動中止です。中心的役割の人材がないこともありましたが、直接の引き金は、東日本区事務所長不正事件への東日本区の対応などのようです。この問題の処理を誤れば、ワイズメンズクラブ存続の危機となる様相を呈してきました。

協議時間の延長で時間が押され、各クラブ会長や各主査の発表時間は急ぎ足でした。

特筆すべきは、八王子クラブの新クラブ設立活動は確実に推移しているとのことです。順調に新クラブ設立されることを期待されます。西日本区からの呼びかけの3/11(日)の東日本大震災の復帰支援での凧あげを高尾で行なうとの事で、参加を呼び掛けていました。

東京たんぽぽＹサービスクラブは、5/26(土)に10周年記念例会をすると広報していました。富士五湖クラブも来年10周年ですね。

ＥＭＣの薬袋事業主査から、東日本大震災と東日本区事務所長不正事件はワイズの危機だ、対応次第ではクラブ存続に発展しかねない、「まず、クラブを護ろう」と呼びかけ。

ユースの大野事業主査から、8/3～7台湾での世界大会、9/9～11山中湖でのユースボランティア・リーダーズフォーラムへの若者の参加を要請しました。

広報の茂木事業主査はあずさ部ホームページの利用を促進する、閲覧をお願いしたい。

国際交流の菰渕事業主査は、いくつかのクラブからのＤＢＣ，ＩＢＣの申し出が相次いでいる。各クラブの現状把握して対応していきたい。IBC/DBCレポートの未提出のクラブは早めにお願いしますとのこと。

大久保メネット連絡員より、高尾の多摩森林科学園で桜の開花に合わせて「あずさ部3クラブ合同例会」をするので参加してほしいとのこと。4月7日または14日（土）です。
定刻より多少遅れましたが、評議会を終了し、全員で記念写真を行い、懇親会に移りました。甲府クラブの標次期会長の司会で鶴田会長のあいさつで始まりました。

豪華弁当と美味しいお茶、ぽんかん、鶴田会長差し入れのお菓子を頂きながら、ゆったりとした時間を過ごしました。街の駅はアルコール禁止とのことで、ノンアルコールさえダメという徹底さで酔わない時間を満喫しました。
終了後、東武鉄道の創設者の生家「根津嘉一郎記念館」を茅野、原２、望月２、後藤で、大地主の家を見学しました。甲府の渡辺徳之さん達とも会い、正月のお茶の様子などを伺いました。そして、望月さんの家づくりの内容や材質などのうんちくを頂きました。

天候も良く、過しやすい良い日和でした。
諏訪新クラブ活動休止

望月喜代子　

３年半に渡り、新クラブ設立を目指し活動してきましたが、１月１３日をもって、当面活動は休止という事になりました。最後の活動は、１月１３日諏訪文化センターで、甲府２１の松村さん、茅野さん、松本クラブ金井あずさ部長、露木主事、富士五湖クラブから望月勉・喜代子、諏訪から４名の参加でした。松村会長から今までの諏訪クラブ設立活動の報告があり、全員で意見交換。その結果、諏訪クラブ設立活動は当面の間休止することとなりました。３年半に渡り活動してきた１人として、大変残念です。最大の理由は、去年１２月に今まで例会に出席した人全員のアンケート結果ですが、東日本区事務所長「横領事件」によって、設立委員全員のやる気がすっかりなくなった事も、大きな理由だと思います。３年半に渡り、片道２時間以上かけ毎月諏訪に通った事が、こんな事で中止になった事を大変残念に思います。
東日本区会計問題に対する意見書 
富士五湖クラブとして下記の通りの意見書を

あずさ部長を通して東日本区に提出しました。

区よりはっきりした見解が示されるまでは区への納入金も保留することとしました。
当クラブは、鈴木前事務所長が犯した今回の横領事件につき、鈴木氏本人、現役員会、及び鈴木氏在任中の理事、監事など関係役職にあった方々に対し、次の各責任を明らかにし、次の各責任を明らかにし、その責任を誠実に果たされるよう強く求めます。 
第１ 道義的責任 

この責任は、様々な責任の基本となるべきものですから、鈴木前事務所長により速やかに、

反省文等により公にされるべきです。しかし現在まで、鈴木氏はその心情を公表しておりませ

んし、役員会からこれに代わるようなものも示されておりません。それどころか、理事の「お詫びとご報告」では、鈴木氏が未だ横領金の使途を明らかにしていないとのことですので、私達は、鈴木氏が自らの横領行為について真摯に反省しているか疑問を持たざるを得ません。 

よって、私達は、鈴木氏が真摯に反省し、自らの罪の重大さを自覚し、深く謝罪していること

を示す文書（当然、犯行の動機や横領金の使途を含むもの）を役員会が速やかに公表するこ

とを求めます。
第２ 刑事責任 

本件横領は、その横領金が多くのクラブ員から捧げられた代償を求めない貴重な資金であ

ること、鈴木氏が事務所長に就任して間もなく多額の定期預金を解約していることから犯行には計画性が疑われる事などに加えて、その金額の多さ、横領期間の長さなどからすると、仮に横領金の相当部分か弁償されても、刑事責任を問うことは可能かつ相当だと考えます。まして、第１に述べた鈴木氏本人の真摯な反省が今後とも示されないとすれば、その必要性は極めて高くなります。 

よって、私達は、役員会が速やかに鈴木氏に対する刑事告訴の可否を検討し、その結果を

公表することを求めます。 

第３ 民事責任 

この点については、前記「お詫びとご報告」によれば、抵当権設定契約などにより横領金の

支払確保が図られたと言われており、既に１千万円が支払われたとも聞いております。しかし、

その抵当権は２番抵当であり、物件の担保価値もさほど高いものではないとも聞いております。
ので、果たしてその支払確保の方法が実行性のあるものか疑問があります。また、連帯保証人

の資産なども明らかにされていません。 

よって、私達は、残額の支払が確かであることを、役員会が合理的根拠をもって説明するこ

とを求めます。また、この民事事件を果たすことをもって鈴木氏の他の責任を軽視したり、曖昧にすることは許されません。もし、これを許せば、本件横領に対する罪責感を軽くし、本件を生じさせた組織上の問題をも温存させて、再度同様の事件を発生させる原因を残すことになるからです。
第４ 組織上の責任 

鈴水氏は、ワイズメンズクラブの会員です。したがって、東日本区は、このような犯罪を行っ

た同氏に対し、何らかの制裁を課すべきですが、現在まで、この制裁についてのお知らせがあ

りません。役員会は、直ちに、いかなる制裁を課したのか明らかにすべきです。 

次に、鈴木氏が事務所長在任中の理事、監事を始めその職務に関係した方々には、同氏

の横領行為を発見できなかったこと、またはこれを止められなかったことについて、組織上の

責任があります。一般社会でも、そのような場合、役職を辞任し、あるいは給与の減額、弁償の肩代わり等が行われます。したがって、理事、監事を始め鈴木氏の職務に関係した方々は、そ

の役職に応じて、相応の責任を巣たすべきです。この点についても、現在まで、誰かが何らか

の責任をとったとのお知らせが一切ありません。もし、誰もこの組織上の責任を取らないまま事件の決着が図られるなら、我々の組織は自律性を全く失ったものとして、恐らく多くの会員の失望と離脱を招くことになるでしょう。 

したがって、私達は、役員会が直ちに組織上の責任を明らかにし、誰がいかなる責任を果

たしたのか明らかにすることを求めます。 
第５ 現理事の責任 
私達は、現理事が前記のような組織上の責任を負っていない事、却って、本件横領事件の解決という重責を担わざるを得ないことに同情し、出来る限り協力しようと思っております。しかし、理事としてそのような重大な事態に遭遇した以上、その事態を憂慮している多くのクラブ員に対し、理事は、まず、迅速で透明性のある事態解明の手順を知らせ、段階ごとにその解明の結果を知らせ、我が組織本来の健全性、廉潔性を訴える責任があります、そのことに加えて、理事は、動揺し、迷っているクラブ員に対し、ワイズメンの誇りと希望とを取り戻すよう、志のある訴えをなすべきです。しかしながら、これまでに仄聞しているところによれば、かえって、役員会は、上記抵当権設定が出来るまでは本件横領事件を会員に秘密にしようとしており、その後も、役員会による事態解明の努力や結果が私達に伝わってきません。また、理事は、「ご案内」で、「本件は個人が惹起した不祥事であり、我々が曰常なしてきた国際奉仕クラブとしての活動は、微塵も揺れることのない確固たるものであると確信しております。」と言われますが、残念ながら、本横領に我がクラブの組織上、体質上の弱点をついた刑事事件となるべき犯行であり、個人的不祥事に矮小化されるべきものではありません｡また、極めて多くの会員のワイズメンズ

クラブに対する信頼を揺るがしている事件です。例えば、我が富士五湖クラブの２名のグラブ員は、新規のクラブ立ち上げのため遠方の地まで２０回も通ってきてようやく設立の兆しが見えるようになったにもかかわらず、その努力は本件横領事件によって頓挫し、貴重な努力は無に帰しております。恐らく、他の会員についでも同じように様々な影響を与えている筈です。特に、ワイズメンズクラブが青少年の育成を柱の１つに揚げているクラブであって、青少年に対して清潔な手を差し伸べるべき義務のあるクラブであることを考えれば、本件横領事件の将来に対する影響には憂慮すべきものがあると思われます。 

したがって、私達は、理事が、上記の各責任についての見解を直ちに明らかにし、私達に、

このクラブに加入している誇りを取り戻させるような力強いメッセージを改めで公表することを求めます。
第６ 次期会長研修会について 

３月に予定されている次期会長研修会では、本件に関しての質疑応答の時間を確保してい

ただきたくことを希望します。 

会長	茅野信雄


副会長	望月勉


副会長	三浦さゆり


書記	後藤明久


会計	武藤五子


会計	望月喜代子


直前会長	榎本穣　　　　　　　　　　　








THEY'S　MEN'SCLUB　OF　FUJI-GOKO


創　　　　　　立　2003年3月12日　3041-1,UCHINO,OSHINO-MURA,


　　　　　　　　　　　　　　　　　MINAMITSURU-GUN,YAMANASHI-KEN,


　　　　　　　　　　　　チャーターナイト　2003年5月10日　PHONE 0555-84-4233


２０１２年　富士五湖クラブ　３月ブリテン　第８９号


国際会長：Finn A.Pedersen�主題：「とにかくやろうー成せば成る」�アジア地域会長：Wichian Boonmapajorn


主題：「とにかくやろうー成せば成る」�東日本区理事：河合重三


主題: 「ワイズライフを楽しもう！そして飛躍を」


あずさ部長：金井宏素


「自分にできることは　なに」


　富士五湖クラブ会長：茅野信雄


『ホップ・ステップ！！！　十年目のジャンプに向けて』








２月のデータ


会員数		　　　　　　 １２名


例会出席			　　７名


ゲスト　　　　　　　　　　　　　　　　２名


例会出席率	　　　　　  ５８％


ニコニコBOX


              累計　　　１８，５３５円
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